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⼩型低速ロボットによる住宅街向け配送サービス実証②

■実証に対する住⺠や地域からの反応
・コロナ禍でのロボットの活躍は必要不可⽋であり、非常によい取組。
・速度が人よりゆっくりで安心。
・ロボットが「お先にどうぞ」と道を譲ってくれて、好印象。
・人、⾞・バイク・⾃転⾞と普通にすれ違っており、藤沢市⺠のロボットに対する
受容性の高さを感じた。

・子どもの体調が変わりやすく、突発的に買い物に⾏けなくなる⽇があるので、
そういう時に使ってみたい。

■今後の配送ロボット活⽤への期待
・高齢者や子育て中の家庭の⼿助けになると大いに期待。
・実証実験で終わらず、藤沢SSTや藤沢市内でサービス展開して欲しい。
・⺠間企業だけでは難しいと思われるので、⾏政も積極的に⽀援して欲しい。
・利⽤料⾦がどれくらいになるのか気になる。
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⼩型低速ロボットによる住宅街向け配送サービス実証③
配達員と接触しない宅配物の受取や、配達員の感染による配送停滞リスクへ
の対応といった新型コロナウイルス感染症対策にもつながる。

藤沢市、神奈川県が連携し、実⽤化に向けた⽀援を⾏っていく。
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藤沢市・神奈川県での⽀援施策

・⾃律移動ロボットを含む⽣活⽀援ロボットの実⽤化・普及
を進めるため、実証実験・開発・企業進出に関するメニュー
を⽤意しております。

・ご興味がある方は、気軽にお問い合わせください。

（問い合わせ先）
神奈川県産業振興課（電話︓045-210-5652）
藤沢市産業労働課 （電話︓0466-50-3530)

・さがみロボット産業特区の取組について
https://www.pref.kanagawa.jp/docs/sr4/cnt/f430080/sagamigaiyou2018.html
https://sagamirobot.pref.kanagawa.jp

・藤沢市での生活⽀援ロボットの取組について
https://www.city.fujisawa.kanagawa.jp/indus1/robokyun/documents/2020robo.pdf


